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福島県沖地震津波に関する現地調査を行いました（2016/11/26） 
 
テーマ：福島県沖地震津波・津波痕跡調査・養殖筏被害のヒアリング 

場所：宮城県東松島市・塩釜市 

 
 平成 28 年 11 月 22 日午前 5 時 59 分に、福島県沖を震源とする地震（M7.4）が発生しま

した。この地震に伴い発生した津波は東日本各地で観測され、仙台港では 1.4m の津波高が観測

されたほか、東松島市では浸水による漁船の転覆や養殖筏の被害が報告されました。そこで、  

今次津波の浸水被害と養殖筏被害の実態を把握するために、当研究所のサッパシー・アナワット

准教授（災害リスク研究部門 津波工学研究分野）と山下啓助教（地震津波リスク評価寄附研究  

部門）が、調査チームを結成し、津波痕跡調査と被害実態のヒアリングを 11 月 26 日（土）に

実施しました。 

 まずはじめに調査した地域は、東松島市大浜漁港です．漁港の奥には、多数の漁具やドラム缶

が漂着しており、漁港の奥まで浸水していたことがわかりました。斜面上における遡上高の測量

を行ない、地盤高（TP1.9 m）と地盤から痕跡までの高さ（2.2 m）を取得しました．その結果、

遡上高は TP4.1 m（東京平均海面位置からの高さ）であったことが判明しました．この数値  

から算出される、当時の推定天文潮位から遡上痕跡までの高さは、3.8 m です．一方、仙台港で

観測された津波の水位（気象庁発表による津波高 1.4 m）を TP 換算すると、TP1.7 m であり、

大浜漁港における遡上高は仙台港の浸水高よりも大きな数値であることもわかりました．  

次に、東松島市月浜海水浴場を調査し、防潮堤上段に浸水痕跡らしき、ライン状に留まった  

流木やゴミを確認しました．現地時間（11 時 50 分）の海水面からこのラインまでの高さは   

2.9 m でありました．一方、防潮堤の一部を越水した形跡があったとの情報を現地住民から頂き

ました． 

更に、東松島市鰐ヶ淵水道沿岸部において被害状況をヒアリングした結果、工事現場の発電機

などの機材が浸水により被災したほか、現地に浸水痕跡が残っていたことがわかりました．現地

時間（12 時 50 分）の海水面から浸水痕跡までの高さは 1.9 m でありました． 

最後に、東松島市里浜漁港や塩釜市において、漁業関係者らに養殖筏の被害状況をヒアリング

し、一部の被害場所（東松島市鰐ヶ淵水道沖合い等）を特定できました． 

以上の調査によって得られた、遡上や浸水に関する高さ情報を用いて、今次津波の津波シミュ

レーションの再現性向上と津波の実態把握に繋げていくとともに、今次津波による流れの強さと

養殖筏の被害程度の関係性を明らかにし、津波による水産業被害の軽減に貢献できるデータの 

提供を目指します． 

 

なお、今回の調査結果は暫定値のため、後日、詳細な調査を行ない、変更される場合があります。

  

 

 
大浜漁港での調査の様子 

 
鰐ヶ淵水道沿岸部における調査の様子 
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ての景観の配慮とともに、災害に対する備えも必要

であると思われる。 

e. 5 月 25 日(水)午後：長野敏也村長、市原一生副村長、

牧野雄二熊本大学名誉教授（熊本県建築住宅センター

理事長）、内田晃教授、高木淳二氏：於南阿蘇村役場

（写真 15） 

i. 地震被害について 

1) 古い建物を中心に、建物の倒壊も多い。 

2) より深刻なのは、崖崩れ、地滑りが多く発生し、

集落によっては集団移転を行う必要がある。 

ii. インフラの問題について 

1) 下田集落の水源が干上がってしまい、水道整備

を全体として見直す必要がある（図 2）。 

2) 農地が亀裂、陥没等により、相当な被害を受け

ている（図 2）。 

3) 立野地区には、阿蘇大橋落橋の影響で、大津町

を迂回しないと村役場側（久木野）からアクセ

スできない。そのため被災した住民の多くは大

津町へ避難している。 

4) 診療所は村内にあるが、救急対応のできる病院

が被災したため救急治療が必要な負傷者や診療

所での対応が困難な医療措置の必要な住民等は

大津町まで行く必要があるが、阿蘇大橋落橋の

影響で大きく迂回しないと行けない。 

 

図 2 南阿蘇村の農業・農業施設の被害状況 

写真 15 南阿蘇村役場にて 2016.5.15 南阿蘇村役場ヒアリング	2016.11.26　東松島市大浜漁港現地調査	



災害研と社会との関わりの変化�
•  設⽴から4年間（2016年度まで） ��
•  既存の学問分野から，災害に関わる研究者を糾合�
•  社会・災害から⼤学・学術が「学ぶ」�

•  設⽴から5年⽬以降（2016年度から）�
•  学術から社会への成果の活⽤・還元�
•  エリア・ユニット制での実践的防災学の展開�

•  国内外の災害に対する調査活動�
•  貢献を直後から⾏うための基本的な情報を得る�

•  個々の災害ごとに状況が異なり，定型的なやり
⽅を決めておくことは難しい�
•  災害調査の実施状況を集約し，改善策を考えるという，

PDCAの要を果たすグループ→災害調査戦略会議� 2�



これまでの初動対応・災害調査�
• 場当たり的�
– ⾒てくるだけ・⾏っただけ・顔⾒世してきただけ�
– 調査すべき内容が未整理�

• 重複（⽬⽴つところ，マスコミに載るところ）�
– わかりやすいところに集中�
– 新しい学術的な知⾒につながらない�

• 現地⾏政・⼤学との事前連絡・連携が不⼗分�
– 個⼈ベースの関係に頼らざるを得ないが，それが広
がっていかない�

• 地域への還元⽅法も不明確�
– 社会的責任が果たせていない（調査災害）�
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災害調査の⽬的の再確認�
•  当該災害の調査の効率化�

–  調査計画の⽴案情報の獲得（重複防⽌・危険回避）�
–  現地の要望の集約と連絡先の整理�

•  現地での助⾔等を通じた社会貢献�
– 災害対応の効率化・限られた資源の有効活⽤策�
– ⽀援動員範囲の確定・過剰反応の防⽌�
– 復興政策（⽣活再建，住宅再建）�

•  現地調査等を通じた次の災害への研究�
– 災害発⽣メカニズムの理解�
– 次の災害の想定⽅法の改善�
– 施設設計の改善，⼟地利⽤への反映�
– 災害マネジメントの効率化に向けた提⾔�
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「災害調査戦略会議」H26.8〜�
• ８名で活動開始（五⼗⼦，岩⽥，有働，奥村，⽊
⼾，佐藤（⼤），寺⽥，森⼝）�
• 時間に応じた情報収集・調査内容の整理�
– 災害研教員への災害調査活動アンケート�

• 収集情報を共有する情報ツールの在り⽅�
– ArcOnline, X-GIS�
– 候補となる情報ツールのデモ，⽐較�

• 現地⾏政・⼤学との連絡・連携体制の改善�
– これまでの調査活動のレビュー，総括�
– 今後の調査での問題点抽出，継続的改善�
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アンケート調査からわかること�
•  2011年以来の調査の実施率�
– 東⽇本⼤震災(H23.3) ８５％�
– 熊本地震(H28.4)    ５９％�
– 関東東北豪⾬(H27.9) ４４％�
– 岩⼿豪⾬(H28.8)    １８％�

•  調査内容�
– 現地における被害調査    ７２％�
– 現地における聞き取り調査  ６７％�
– 現地におけるアンケート調査 ３９％�
– 現地に⼊らない調査・解析  １８％�
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適切な調査時期�
•  適切な調査時期�
– 発災から3⽇以内     ３１％�
– 3⽇から１週間以内    ２９％�
– １週間から１ヶ⽉以内   ５４％�
– １ヶ⽉から３ヶ⽉以内   ４１％�
– 発災から3ヶ⽉以降    ４６％�
– 現地調査は必要ではない ５％�

•  分野によって⾊々．先遣隊の情報が次の調
査に役⽴つ可能性が⼤きい�
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意⾒のばらつきは⼤きいが・・・�
•  倫理規定を順守した被災地を最⼤限に配慮

した調査が必要である�
•  南海トラフ地震などの⼤災害が起きれば，

減災のための具体的な貢献が求められる�
•  災害研として何ができるのかの議論が必要�
– 災害研の分野融合性を⽣かした調査�
– 最新の調査⽅法の開発も⾏いたい�

•  まずは，災害情報の共有化⽅法を検討�
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初動対応実績（有働）�
災害時の情報収集・情報提供�

情報収集班から地図班（→調査班）への提供データ
緊急度 データ
高 被災に関するW eb・記事情報（PDF）
高 被災地のハザードマップ（PDF）
高 東北地方レーダ雨量分布（W ebページをPDFに）
中 DiM APSの最新情報（W ebページで被災地の部分をPDFに）
中 国土地理院の浸水範囲情報（PDFをダウンロード）
中 東北地方整備局の破堤・越水等情報（PDFをダウンロード）

タイミング（目標） データの種類 提供相手
24時間降水量が200m m (?)を超えたら10分間隔で200m m (?)を下回るまで継続24時間降水量，人口分布，地図
氾濫危険水位を超えたら1時間間隔で氾濫危険水位を下回るまで継続リアルタイム水位－氾濫危険水位，人口分布，地図 医療チーム
被災30分後 リアルタイム水位－氾濫危険水位，人口分布，被災箇所，地図 一般に公表（少なくとも医療チームには提供）
被災1～3時間後 リアルタイム水位－氾濫危険水位，人口分布，被災箇所，おおよその浸水範囲と浸水方向，地図 災害研内
被災日またはその翌日のうちに 24時間降水量の最大値と時刻，人口分布，被災箇所，（おおよその）浸水範囲と浸水方向，地図 一般に公表（少なくとも調査班には提供）
被災日またはその翌日のうちに 最大水位－氾濫危険水位と時刻，人口分布，被災箇所，（おおよその）浸水範囲と浸水方向，地図 一般に公表（少なくとも調査班には提供）
現地調査終了後 河川水位の生データ 必要とする研究者

情報提供例：洪⽔�

対象災害：地震（震源），津波・⾼潮（潮位），洪⽔（⽔位・降⽔量），⾼波
（波⾼）�
※被災地の⼈⼝や災害の外⼒に関する情報をマッピングし，医療チーム（佐々⽊
先⽣）・現地調査チーム（森⼝先⽣中⼼）に提供�



初動対応実績（有働）�
被害把握のための情報収集【東北豪⾬】�

•  最⼤⽔位が氾濫危険
⽔位より⼤きいとこ
ろはリスク⼤�

•  いつ氾濫してもおか
しくない状態�

（13地点/41地点）�
�

※最⼤⽔位が氾濫危険⽔位をどの
くらい上回ったか�

渋井川	

吉田川	

2015年9⽉11⽇ 宮城豪⾬�
救命救急チームへの⼈⼝マップの提供�

現地調査班への洪⽔情報の提供�

※�

実績例	



初動対応実績�
被害把握のための情報収集【熊本地震】�

2016年4⽉16⽇ 熊本地震�
救命救急チームへの⼈⼝マップの提供�

実績例	



初動対応提案（有働）�
ArcGIS Onlineを⽤いた情報共有�

http://www.esrij.com/products/arcgis-online/	

できなかったことへの対応	


